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た（Postmes , Baray , Haslam , Morton ,& Swaab, 2006） 。こうした流れの中で、集団レベルの集
団アイデンティティの機能を明らかにしようと試みる研究も生まれた（尾関・吉田, 2009； 2012； 
Swaab, Postmes, & Spears, 2008）。

























個人がある社会集団の一員であることに起因する、自己に関する認識 （Tajfel & Turner, 1979）で
もある。多くの研究者が、この操作的定義に従い、集団アイデンティティを測定する多様な尺度を






　Hogg （1992）以後の研究者は、それぞれ別のGGI の操作的定義を用いている。Postmes et al. 
（2006） は、各個人が集団アイデンティティを高め、それが成員間で共有され、この共有された集






の集団アイデンティティを個人レベルの集団アイデンティティ（individual-level group identity, 
以 下 IGI） と し て GGI と は 区 別 し て 扱 っ た。 こ の よ う に し て、 階 層 線 形 モ デ ル（HLM；































































































Iuzzini, Witt, & Oriňa, 2006）が、他成員との相互作用の多い成員は集団規範に関して認知バイア


































































M SD ICC  (1) 1 2 3 4 5
1 集団アイデンティティ 43.96 7.26 .19 *** .10 .09 .20 ** .16 **
2 援助行動 3.98 0.86 .10 *** .55 .47 *** .21 ** .09
3 援助行動についての他成員への行動期待 3.99 0.78 .14 *** .37 1.08 * .38 .64 +
4 罰行動 3.20 1.28 .16 *** .37 .48 .38 .53 **
5 罰行動についての他成員への行動期待 3.53 1.13 .25 *** .64 + .38 .64 + .89 ***







IGI→援助行動 1.28 * 1.28 **
IGI→援助行動についての他成員への行動期待 1.42 * 1.46 **
援助行動についての他成員への行動期待→援助行動 0.44 0.43 †
集団レベルのモデル
GGI→援助行動 9.79 *** 8.81 **
援助行動→援助行動についての他成員への行動期待 1.03 *** 0.88 **
個人レベルのモデル
IGI→罰行動 1.59 *** 1.55 ***
IGI→罰行動についての他成員への行動期待 0.22 0.22
罰行動についての他成員への行動期待→罰行動 0.44 *** 0.45 ***
集団レベルのモデル
GGI→罰行動 5.22 ** 5.01 ***
罰行動→罰行動についての他成員への行動期待 0.82 *** 0.74 ***













析には、HADとAmosを併用した。適合度指標はそれぞれ問題のない値であった（χ2 （1） = 0.46, 











規範になるという立場（Cialdini et al., 1991）から、Table ２に示したモデルを採択した （χ2 （1） 



















ない値であった。（χ2 （1） = 1.96, ns, CFI = 0.99, TLI = 0.96, RMSEA = 0.06, 個人レベルのSRMR 
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=0 .00, 集団レベルのSRMR = 0.05）。非有意であったパスを除いて、Table ２に示すモデルを採択
した（χ2 （1） = 1.96, ns, CFI = 0.99, TLI = 0.96, RMSEA =0 .05, 個人レベルのSRMR =0 .00, 集団



































することを示しており （Postmes & Jetten, 2006）、強いIGIを有する成員は自身の信念を集団規範


















































る必要もあるだろう。援助行動には共感性や利他性（Cialdini, Brown, Lewis, Luce, & Neuberg, 
1997）、緊急性や責任性、援助をするためのコストをはじめとした状況要因も影響する（Taylor, 
Peplau, & Sears, 2003）ことが知られている。罰行動については、道徳的責任性や、罰に関する規
範にかかわる社会的要因や環境的要因もまた影響するといわれている（Cushman, Durwin, & 
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